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研究成果の概要： 第一に、コンピュータを用いた内容分析手法「計量テキスト分析」に関す

る基礎研究を行った。大量の日本語テキスト型データを対象として、事例的な解釈では発見が

難しいデータの潜在的な構造を抽出するなど、量的方法の利点を活かした分析手法の提案と、

その実現に必要な独自ソフトウェアの開発を行った。第二に、計量テキスト分析の応用研究と

して、人々が情報を獲得・解釈・発信するプロセス、すなわち情報行動についての調査・分析

を行った。 
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研究分野：社会学, メディア情報学・データベース, 統計科学 
科研費の分科・細目：社会学 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 計量テキスト分析――コンピュータを
用いた内容分析の手法 
 社会調査によって得られるテキスト型デ
ータには、インタビュー記録や会話記録のト
ランスクリプト、新聞記事、質問紙調査にお
ける自由回答項目など様々なものがある。し
かし、日本語をコンピュータで扱うことが困
難だったこともあって我が国ではこうした
データをコンピュータで扱ったり、計量的に
分析したりする方法についての研究がほと
んど進んでいない。そのため、大量にデータ

が得られた場合でも、従来はその分析が事例
的な解釈にとどまることが多かった。 
 それに対して英語圏では、1960年代にP. J. 
Stone らによって製作された「General 
Inquirer」以来、コンピュータ利用が始まっ
てからでも半世紀近くにわたって内容分析
の方法論が研究されてきた。 
 この内容分析の方法論に依拠しつつ、近年
の自然言語処理技術や統計解析を取り入れ
ることで、よりすぐれた分析手法、それも日
本語データを扱いうる手法を提案しうると
考えられる。 



 
(2) 情報行動についての調査研究――計量
テキスト分析の応用 
 計量テキスト分析の応用研究として、情報
行動についての調査研究を行う。インターネ
ット上のブログやチャット、掲示板などにお
けるコミュニケーションは、その多くが記録
され蓄積されていく。これらの膨大な量のコ
ミュニケーション記録（ログ）を収集し、多
数のコミュニケーションに共通する特性を
数量的に把握することが、上述の計量テキス
ト分析によって可能になった。 
 従来、インターネット上で行われるコミュ
ニケーションの研究においては事例調査・実
験が多く行われてきたが、事例調査で得られ
た知見をインターネット全般に一般化でき
るのかどうか、実験で得られた知見が実験状
況に固有のものでないのかどうか、といった
点に検討の余地があった。 
 計量テキスト分析によって多数のコミュ
ニケーション記録の調査を行うことで、こう
いった点の検討を行いうると考えられる。 
 
２．研究の目的 
(1) 計量テキスト分析――コンピュータを
用いた内容分析の手法 
 内容分析の方法論に強く依拠しつつ、自然
言語処理分野の近年の研究成果を取り入れ
ることを目指す。そして、実際の分析に必要
なソフトウェアについても、欧米で質的調査
に用いられているものに匹敵するものを開
発・公開する。これによって、大量の日本語
テキストデータを対象として、事例的な解釈
では発見が難しいデータの潜在的な構造を
抽出するなど、計量的方法の利点を活かした
分析の手法を提案し、必要なソフトウェアを
開発することを目指す。 
 
(2) 情報行動についての調査研究――計量
テキスト分析の応用 
 計量テキスト分析を応用することで、イン
ターネット上の掲示板や Chat などで行われ
たコミュニケーションの特徴を分析したい。
ただし現時点では、インターネット上でのコ
ミュニケーションに積極的に参加する人々
は一部の「先進的」利用者に限られているた
め、日本人全般の情報行動のあり方と、その
中でのインターネットの位置づけを探る必
要がある。こうした点について、既に行われ
た質問紙調査の 2次データおよび新聞記事の
分析から探索することを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 計量テキスト分析――コンピュータを
用いた内容分析の手法 
 「計量テキスト分析」の基礎研究に関して
は、欧米で質的調査に用いられている手法に

学ぶだけでなく、日本語データの分析に適し
た分析の方法を追究する。具体的には、複合
語の抽出、否定語の処理といった比較的新し
い自然言語処理技術や統計手法を積極的に
評価・検討し、取り入れていくことで、分析
方法と分析用コンピュータ・プログラムを改
良する。さらに、こうした新しい技術によっ
て自動化すべき部分と、時間と労力を割いて
でも人間・研究者の判断を活かすべき部分と
の判別を進める。そして、人間の判断を活か
すべき部分については、簡便な操作でデータ
中から判断に必要な部分を抽出して表示す
るといった形で、研究者の判断を支援するイ
ンターフェイスを準備する。 
 
(2) 情報行動についての調査研究――計量
テキスト分析の応用 
 計量テキスト分析を応用して行う情報行
動の調査研究においては、インターネット上
で行われたコミュニケーションの内容分析
だけでなく、そうしたインターネット上で行
われるコミュニケーションが、人々の日常生
活の中でいかに位置づけられ、意味づけられ
ているのかを探ることを目指す。質問紙調査
データや新聞記事の分析を行い、ここでは重
要な比較対象としてマス・コミュニケーショ
ンを取り上げる。そして、その位置づけや意
味づけを分析した上で、インターネット上の
コミュニケーションと比較する。 
 なお、コミュニケーション記録の収集・分
析にあたっては(i)コミュニケーションへの
参加者が匿名で、不特定多数の人に公開され
ている電子コミュニティを対象とし、(ii)研究
発表時には会話記録の些細な引用を行わず、
統計的な分析の結果を発表することで調査
対象者のプライバシーに配慮する。また質問
紙調査の実施にあたっても、統計的にデータ
を処理し、個々の対象者を特定するような分
析を避けることで調査対象者のプライバシ
ーに配慮する。 
 
４．研究成果 
(1) 計量テキスト分析――コンピュータを
用いた内容分析の手法 
 分析手法およびその実現のためのソフト
ウェアについて、以下のような改良を行った。
まず自然言語処理技術に関しては、分析にお
ける有用性を検討した上で、複合語を検出す
る機能（図 1）や否定語を取り出する機能を
分析用ソフトウェア「KH Coder」に取り入れ
た。 
 次に統計解析に関しても、テキスト型デー
タの分析に適した手法を調査・検討した上で、
階層的クラスター分析（図 2）、多次元尺度構
成法（図 3および図 4）、対応分析／数量化
III 類（図 5）、共起ネットワーク（図 6）な
どの多変量解析手法を選択した。これらの解



析を KH Coder 上で実行できるようになった
ことで、データ中でどのような語と語、概念
と概念の間の関連が強かったのか、また、似
通った文書のグループにはどのようなもの
があったのかということを、多変量解析を通
じて容易に探索できるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 「利用」を含む複合語を検索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2 階層的クラスター分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 多次元尺度法（2次元の解） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 多次元尺度法（3次元の解） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

図 5 対応分析（数量化 III 類） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 共起ネットワーク 
 
 以上に示した図はすべて、本研究で製作し
たソフトウェア KH Coder の分析画面である。 
 なお、幅広い分野での試用とフィードバッ
クを仰ぐために、KH Coder の現在の版をイン
ターネットで公開するとともに、日本教育工
学会合宿研究会「授業評価・授業改善におけ
るテキストマイニングの有効性を探る！」
（2008 年 2月 22 日・兵庫教育大学）、日本質
的心理学会研究交流委員会主催シンポジウ
ム「テキストマイニングからみた質的研究の
もう一つの未来」（2008 年 2 月 2 日・立命館
大学）、関西学院大学大学院社会学研究科 21
世紀 COE プログラム 2007 年度連続シンポジ
ウム「大学院における社会調査教育はどうあ
るべきか」第 3 回「社会調査と言語」（2007
年 10 月 13 日・関西学院大学）等で講演を行
った。 
 
(2) 情報行動についての調査研究――計量
テキスト分析の応用 
 計量テキスト分析の応用研究として、人々
が情報を獲得・解釈・発信するプロセス、す
なわち情報行動についての調査研究を行っ
た。ここでは、テレビやインターネットの普
及が進む中、新聞が人々の現実認識にどの程
度の影響を及ぼしているのかを実証的に検
討することを試み、結果を第 58 回関西社会
学会大会にて報告した。なお、この報告によ
り、第 58 回関西社会学会大会優秀報告賞を
受賞した。 
 こうしたマスメディアについての分析を
行った上で、次にインターネットおよびイン

ターネット上でのコミュニケーションがい
かに普及しつつあるのかを分析した。2001 年
及び 2004 年に行われた繰り返し調査「情報
化社会に関する全国調査」を用いて探索的な
分析を行い、結果を第 47 回数理社会学会大
会で報告した。また、暴力に関連するコミュ
ニケーションの探索的な調査を行い、その結
果を「兵庫県こころのケアセンター報告書」
に発表した。今後、以上の研究から得られた
結果を活かして、インターネット上で行われ
たコミュニケーションの内容分析に取り組
みたいと考えている。 
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